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摂動展開に対する情報幾何学的解釈は,W および m によるβの直交双対な葉層構造
(F,A)(図1)を導入することによって与えられる[5,6]･qと同じパラメータ W をもつ
























































































-1 -0.5 0 0.5 1
m
(a)強磁性モデル



















合には,各Wに対して m とhとのあいだには 1対 1の対応があるが,N-+∝'の極限
では,図4に模式的に示したように,W >1に対してそのような 1対 1対応が失われて
おり,mが f(W)の座標系として機能しなくなる,ということが起こっている.
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図 4:強磁性モデルに関する統計多様体のもつカスプ特異性の模式図
以上のことは,物理的には ｢常磁性-強磁性相転移にともなう自発磁化の発生｣として
よく知られていることである.けれども,情報幾何学的には ｢統計多様体の大域的な幾何
学構造の変化｣であり,その意味するところは今のところ明確であるとはいえない.統計
力学では普通に現れるこの種の非エルゴード性が,情報幾何学においてどのように表現さ
れるのか,という問題は,これまでのところまったく研究されておらず,たいへん興味深
い問題である.
7 まとめ
本稿では,Plefka展開による平均場近似の導出に対して情報幾何学の立場からの解釈
を与えた著者の研究の概略を紹介し,そこから派生する諸問題について述べた.
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